
（令和７年４⽉１⽇改定）

※使⽤頻度が⾼い下記の様式の記⼊例です。

給水装置工事施工指針・別冊関係

・水道メーター払出依頼書添付用一覧表

・水道料⾦請求先変更届出書

燕・弥彦総合事務組合 水道局

各種様式 記⼊例

・給水装置工事申込書

・給水装置工事申込書（撤去用）

・給水装置工事設計資料

・給水装置工事竣工報告書

・給水装置工事竣工報告書（撤去用）

・水道メーター払出依頼書

・給水装置工事施工等に関する委任状 ／
      給水装置工事施工等の受任に関する誓約書



月

―

取出工事日 年 月 日

お客様番号 ― 番　　号

受付番号 　新 ・ 改 ・ 修　 ― 口　　径 φ ｍｍ

年 月月 日
メ
ー
タ
ー
情
報

取 付 日

検満年月 年

○念　　書　　特殊な事情や個人の理由による給水装置工事を行う場合は、裏面に署名・押印を得ること。
○承 諾 書　　家屋使用、土地使用及び給水分岐等にかかる承諾を得た場合は、裏面に署名・押印を得ること。
○代 理 人　　給水装置所有者が給水区域内に居住しないときは代理人届出書を提出のこと。

※水道局処理欄

受　　付 年 日

15 日

竣工予定日 2019 年 6 月 30 日

設備所有者

住所 氏名（ふりがな）

同上 ㊞
同上

用　　　途
（参考情報）

　・一般用　　・営業用　　・工業用
　
　・官公庁用　・臨時用

着工予定日 2019 年 4

施　工　者

月

） XXXX

給水装置工事主任技術者

諏 訪 水 男
㊞

ＴＥＬ 0256 （ XX

XXXX ） XXXX

設備使用者

住所 氏名（ふりがな）

燕市白山町３３丁目４番５号
スワローハイツ１０１号室

つばめの　いちろう

㊞
燕 野 一 郎

ＴＥＬ 090 （

指定給水装置工事事業者

有限会社　スワロー水道設備
㊞

工事の種別 　・新設　　・改造　　・修繕

年 4 月 1 日

　給水装置工事の施工を次のとおり申し込みます。

副参事 係　長 係

給水装置工事申込書

工 事 場 所

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

申　込　者

住所 氏名（ふりがな）

燕市白山町２２丁目３番４号

つばめだ　たろう

㊞
燕 田 太 郎

申
課　長 水技管 参　事 補 佐

燕市白山町１１丁目２番３号

申込年月日 2021

記入例

・新設・・・申請地に新たに給水を開始

・改造・・・過去に給水履歴がある場合

法人の場合は、「法人印」と「代表者印」が必要。

※ 両面印刷で作成して下さい。

※ 申込み後、着手する前に管理者が審査できる期間を確保すること。

特に、許認可を要する工事の場合は相応の期間を想定すること。



その他
利害関係
者承諾書

　私は申込者に
よる給水装置工
事により水量不
足、水圧の低下
が発生した場
合、及び紛争が
生じた場合は、
当事者間で一切
解決することに
同意します。

住所 承諾者氏名（ふりがな）

燕市白山町１１丁目２番４号
きにゅう　はなこ

記入　花子
㊞

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

給水分岐
承 諾 者

　私所有の給水
装置から申込者
が分岐引用する
ことを承諾しま
す。
　また、紛争が
生じたときは当
事者間で一切解
決することに同
意します。

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

土地使用
承 諾 者

 私所有の土地
に申込者の給水
装置を布設する
ことを承諾しま
す。
　また、紛争が
生じたときは当
事者間で一切解
決することに同
意します。

住所 承諾者氏名（ふりがな）

燕市白山町１１丁目２番４号
きにゅう　はなこ

記入　花子
㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

家屋使用
承 諾 者

 私所有の家屋
に申込者が給水
装置を設置する
ことを承諾しま
す。
　また、紛争が
生じたときは当
事者間で一切解
決することに同
意します。

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

住所 承諾者氏名（ふりがな）

㊞

（給水装置工事申込書　裏面）

特殊な事情や個人の理由による給水装置工事にかかる念書

念　書

確約事項 申込者氏名

【例 ① 】
　諸事情により従来どおりの既設口径を使用します。
　なお、竣工後に水量・水圧不足等を生じた場合は、
当方の責任にて対処します。

燕 田 太 郎 ㊞

家屋使用・土地使用・給水分岐等にかかる承諾書

申

【 例 ② 】

私が給水装置工事を行う敷地には給水管の引込みが２本ありま

すが、今回使用しない１本は将来的に給水の予定があるため撤去

工事は行いません。

使用しない引込みに関しては、当方の責任にて維持管理すると

ともに、将来不具合が生じた場合は水道局の指示に従います。



住　 所 燕市白山町２２丁目３番４号

給水装置工事施工等に関する委任状

年 4 月 1 日2021

申込者

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号

氏　 名 燕 田 太 郎 ㊞

年 4 月 1 日 付で私が申し込む下記工事場所における給水装置工事について、2021
下記の指定給水装置工事事業者を代理人として下記の各権限を委任します。

記

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

給水装置工事施工等の受任に関する誓約書

代 理 人

指定給水装置工事事業者

有限会社　スワロー水道設備

給水装置工事主任技術者

諏 訪 水 男

委任する
権　　限

１．燕・弥彦総合事務組合給水条例（以下「給水条例」という）第７条第２項に定める
　給水装置工事着手前の設計審査を受けること。

２．給水条例第５条第１項に定める給水装置工事の施工承認を受けること。
３．給水条例第７条第２項に定める給水装置工事の竣工後の工事検査を受けること。
４．給水条例第２９条第１項の３に定める設計審査･検査手数料の納入に関すること。

日2021 年 4 月 1

※水道局処理欄

指定給水装置工事事業者

名　　称 有限会社　スワロー水道設備

　下記の事項を誠実かつ確実に履行することを誓います。

記

㊞

代 表 者 諏 訪 一 郎 ㊞

給水装置工事
主 任 技 術 者 諏 訪 水 男 ㊞

―

誓約事項
１．上記委任状にて委任された権限の行使
２．上記工事場所での給水装置工事にかかる申込書、及び竣工報告書の写しの申込者
　への提供

受付番号 　新 ・ 改 ・ 修　 ― お客様番号

記入例



－

ねじ山 上水 ・ 金門 ・ フランジ

番　号 1 123XXX

検　満 2099 年 月9

鞘管 50 0.5
■既設メーター(量水器)情報EFキャップ ※既設メーターがない場合は記入不要。

3.2

2.4

標示杭 1

1 総水栓数

制水弁・仕切弁  ※量水器より二次側の

ポリエチレン管（HPPE）

EFソケット ポリエチレン管（PP）

防食シート

鋳鉄製サドル付分水栓 EFソケット

密着式コア PEメーター用ソケット

EFサドル(止水プラグ付き) EFユニオンソケット

EFサドル付分水栓 ユニオン継手

HPPEﾒｰｶｰ

※給水管が帰属対象となる場合は、材料費、労務費、土木費、本舗装費に係る明細を別途添付する。 Ｔ

公　道　部　分
（配水管分岐部から第一止水栓まで）

邸　内　部　分
（第一止水栓より二次側）

品名 口径 数量 品名 口径 数量 品名 口径 数量

0.3

20 1フレキシブル継手

逆防ボール止水栓

□
既設メーターをそのまま使用
する。

20 1

20 1

20 1

20

キー式ボール止水栓 20 1

木杭

制水弁筐・仕切弁筐 　　詳細は別紙平面図

制水弁座台 　　又は立面図のとおり

8PEベンド 20

1.0ユニオン継手（HPPE） ロケｰティングワイヤｰ

PEエルボ 20 1

1EFユニオンソケット 逆止弁筐

1EFベンド 逆止弁

20 1EFエルボ ガイド付ユニオン

20 1ポリエチレン管（PP） 20 3.0 量水器筐

ポリエチレン管（HPPE） 量水器(貸与)

EF変換ソケット

PE回転メーターソケット 20 1

止水栓筐 20 1

浸透防止スリーブ

□
既設メーターを使用せず、
口径変更やねじ交換を行う。

ロケｰティングワイヤｰ

砲金キャップ 口　径 φ 13 ｍｍ

標示シート

申込者 燕 田 太 郎

※給水管にHPPEを使用する場合は、管材メーカーの頭文字のアルファベットを右欄に記入する。

※水道局処理欄

受付番号 　新 ・ 改 ・ 修　 ― お客様番号 ―

　協議事項等

日

施工者

指定給水装置工事事業者 給水装置工事主任技術者

有限会社　スワロー水道設備 ㊞ 諏 訪 水 男

■材料内訳

給水装置工事設計資料
申込年月日 2021 年 4 月 1

設

㊞

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号

記入例

可変側溝やＵ型側溝を

下越しする場合、サヤ

管を挿入する。

（原則ＶＰを使用）

取出し部の給水管がＰＰの場合

ロケーティングワイヤーを直結

止水栓まで設置する。

※設計内容に変更が生じた場合はその時点で必ず報告して下さい！

設計資料の裏面をコピーし、変更箇所を朱書きした程度の図で結構ですので作成し、必ず報告を。

※必要に応じて、流量計算書を添付すること。

・設計水圧 ： 0.2Ｍｐａ

・管内流速 ： 2.0ｍ／ｓｅｃ以下

※改造工事で既設の水道メーターがφ13の場合、

設計流量に応じて口径変更（増径）を検討すること。

※ 両面印刷で作成して下さい。

※量水器より二次側の材料は

平面図や立面図にて正確に

記載することを条件に省略可

とし、代わりに総水栓数を記

入する。

既設メーターが取り付けてある場合は、そ

の情報を記入するとともに、その既設メー

ターをそのまま使用するか、または口径変

更等で交換するのかチェックを付ける。

ＨＰＰＥを使用する場合、

管材メーカーの頭文字の

アルファベットを記入する。

〔例（50音順）〕

・㈱クボタケミックス…Ｋ

・積水化学工業㈱……Ｓ



（給水装置工事設計資料　裏面）

■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

設

平面図と立面図の向きの整合を図ること。

・工事箇所を朱で着色する。

・給水管の取出位置を表示する。

（既設取出しの場合も同じ）

・方位は北を上とする。

方位を入れること。

・給湯器の立ち上がりからの

分岐は不可。

・止水栓は名称を記入し

図示は省略可。

・既設管・・・黒色で記入。

・新設管・・・赤色で記入。

・撤去管・・・黒の実線に青色の斜線で打消し。

・管延長・・・役物から役物までの管種、口径、

延長を個々に黒色で記入。

・給水用具（既設）・・・黒色で記入。

・給水用具（新設）・・・赤色で記入。

・給水用具名・・・黒色で記入。



（給水装置工事設計資料　裏面） 設

■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

ヘッダー工法の場合



■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

（給水装置工事設計資料　裏面） 設

立面図を省略する場合は

GL、FLを必ず記入。

立面図を省略する場合

の記入例

※立面図を省略できる条件は

「給水装置工事施工指針」

「第11章」 の 「４.立面図」を参照。

管、材料・用具の

種類、名称、延長、数量等を

すべて平面図上に記入。



■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

（給水装置工事設計資料　裏面） 設

ヘッダー工法の場合



鞘管 50 0.5

EFキャップ

標示シート 2.4

ロケｰティングワイヤｰ 3.2

ポリエチレン管（PP） 20 3.0 量水器筐

逆止弁筐

ポリエチレン管（PP）

EF変換ソケット フレキシブル継手

量水器(貸与)

EFサドル付分水栓 ユニオン継手

標示杭 1

キー式ボール止水栓 20 1

止水栓筐 20 1

浸透防止スリーブ

※水道局処理欄

受付番号 　新 ・ 改 ・ 修　 ― お客様番号 ―

砲金キャップ

日年 月
設計審査・
検査手数料

□ 受領確認 1,000 円 検査年月日

制水弁座台 　　又は立面図のとおり

木杭

制水弁筐・仕切弁筐 　　詳細は別紙平面図

制水弁・仕切弁  ※量水器より二次側の

8

PEエルボ 20 1

PEベンド 20 1 総水栓数

1.0ユニオン継手（HPPE） ロケｰティングワイヤｰ

1

20 1

1

EFエルボ ガイド付ユニオン

EFベンド 逆止弁

EFユニオンソケット

20 1

20 1

20 0.3

20 1

EFソケット

20 1

PE回転メーターソケット 20 1 逆防ボール止水栓

ポリエチレン管（HPPE）

防食シート ポリエチレン管（HPPE）

品名 口径 数量

20 1密着式コア PEメーター用ソケット

品名 口径 数量 品名 数量

EFサドル(止水プラグ付き) EFユニオンソケット

報
課　長 水技管 参　事 補 佐 副参事 係　長 係

給水装置工事竣工報告書

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号 申込者 燕 田 太 郎

燕・弥彦総合事務組合　管理者　様

日

報告者
施工者

指定給水装置工事事業者 給水装置工事主任技術者

有限会社　スワロー水道設備 ㊞ 諏 訪 水 男 ㊞

　給水装置工事の竣工を次のとおり報告します。 報告年月日 2021 年 4 月 1

㊞

■材料内訳

口径

鋳鉄製サドル付分水栓 EFソケット

※給水管にHPPEを使用する場合は、管材メーカーの頭文字のアルファベットを右欄に記入する。 HPPEﾒｰｶｰ

※給水管が帰属対象となる場合は、材料費、労務費、土木費、本舗装費に係る明細を別途添付する。 Ｔ

公　道　部　分
（配水管分岐部から第一止水栓まで）

邸　内　部　分
（第一止水栓より二次側）

記入例

法人の場合は、「法人印」と「代表

者印」が必要。

※ ただし、2023.4.3以降、申込み

時に「給水装置工事施工等に関

する委任状・給水装置工事施工

等の受任に関する誓約書」を

提出している場合は押印不要。

※ 両面印刷で作成して下さい。

※量水器より二次側の材料は

平面図や立面図にて正確に

記載することを条件に省略可

とし、代わりに総水栓数を記

入する。

ＨＰＰＥを使用する場合、

管材メーカーの頭文字の

アルファベットを記入する。

〔例（50音順）〕

・㈱クボタケミックス…Ｋ

・積水化学工業㈱……Ｓ



（給水装置工事竣工報告書　裏面）

■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

報

平面図と立面図の向きの整合を図ること。

・止水栓は名称を記入し

図示は省略可。

・既設管・・・黒色で記入。

・新設管・・・赤色で記入。

・撤去管・・・黒の実線に青色の斜線で打消し。

・管延長・・・役物から役物までの管種、口径、

延長を個々に黒色で記入。

・給水用具（既設）・・・黒色で記入。

・給水用具（新設）・・・赤色で記入。

・給水用具名・・・黒色で記入。

取出工事の場合、本管深さと

分岐部のオフセットを原則

３点を測る。

（電柱は避ける）

・工事箇所を朱で着色する。

・給水管の取出位置を表示する。

（既設取出しの場合も同じ）

・方位は北を上とする。

第一止水栓のオフセットを原則３点を測る。

（電柱は避ける）



（給水装置工事竣工報告書　裏面） 報

■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

ヘッダー工法の場合



（給水装置工事竣工報告書　裏面） 報

■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

立面図を省略する場合は

GL、FLを必ず記入。

立面図を省略する場合

の記入例

※立面図を省略できる条件は

「給水装置工事施工指針」

「第11章」 の 「４.立面図」を参照。

管、材料・用具の

種類、名称、延長、数量等を

すべて平面図上に記入。



■付近見取図・平面図・立面図 ※平面図と立面図は向きを合わせること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

（給水装置工事竣工報告書　裏面） 報

ヘッダー工法の場合



（
※水道局処理欄

お客様番号 ― 竣工年月日 年 月 日

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号 申込者 燕 田 太 郎

■付近見取図・平面図 ※平面図には撤去ヶ所（管種、口径、キャップ、土被り、オフセット等）を記入すること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

月 1 日

施工者

指定給水装置工事事業者 給水装置工事主任技術者

有限会社　スワロー水道設備 ㊞ 諏 訪 水 男 ㊞

　給水装置工事の施工を次のとおり申し込みます。 申込年月日 2019

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

年 4

係　長 係水技管 参　事 補 佐 副参事
撤

課　長

給水装置工事申込書
〔撤去用〕

記入例

※標示杭が無い場合は

設置すること。

※ 建築物の解体などで、以後、使用予定の無い給水装置の撤去を

する場合や、将来的に給水の予定がある給水管の閉止等の工事

を行う場合、この様式を使用する。



（

日年 月

※水道局処理欄

受付番号 　新 ・ 改 ・ 修　 ― お客様番号 ―

設計審査・
検査手数料

□ 受領確認 1,000 円 検査年月日

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号 申込者 燕 田 太 郎

■付近見取図・平面図 ※平面図には撤去ヶ所（管種、口径、キャップ、土被り、オフセット等）を記入すること。
※収まらない場合は、別紙での提出を可とする。

月 1 日

報告者
施工者

指定給水装置工事事業者 給水装置工事主任技術者

有限会社　スワロー水道設備 ㊞ 諏 訪 水 男 ㊞

　給水装置工事の竣工を次のとおり報告します。 報告年月日 2019

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

年 4

係　長 係水技管 参　事 課長補佐 副参事
撤

課　長

給水装置工事竣工報告書
〔撤去用〕

記入例

※標示杭が無い場合は

設置すること。

※ 現場事務所で一定期間だけ水道を臨時使用し、

使用期間終了後に配管した給水管等を撤去した

場合、この様式を使用する。



（ ： 年 月 日 )

出庫時の指針

＊集合住宅で複数の水道メーターの払出しを求める場合は、別紙一覧表を提出すること。

※水道局処理欄

処理年月日

XXXX

メーター取付年月日 2019 年 4 月

月

料
金
請
求
先

住 所 燕市白山町４４丁目５番６号

氏 名

株式会社　記入建設

電話番号

※
局
記
入
欄

メーター番号 ―

検 満 年 月 年

0256 （ XX ） XXXX

水道メーター払出依頼書

　次のとおり水道メーターの払出しをお願いいたします。

工 事 場 所 燕市白山町１１丁目２番３号

使 用 者 名 燕 田 太 郎

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

ｍ3

施 工 者

指定給水装置工事事業者

有限会社　スワロー水道設備

電話番号 0256 （

15 日

メ ー タ ー 口 径 φ 20 ｍｍ

XX ）

記入例

※ 給水装置工事の申込みに伴い水道メーターの払出しを受ける

場合は、申込書提出日の３日後から可能となります。



．

－－ ．

－－

－ ．

－－ ．

－

共用栓 － 13 同上

－ ．

－

Ｂ棟 105 20 同上

－ ．

－

Ｂ棟 103 20 同上

－ ．

20 同上 －

Ｂ棟 102 20 同上

－ ．

－

Ｂ棟 101

－

－Ａ棟 105 20 同上

－ ．Ａ棟 103 20 同上

－ ．

－ ．Ａ棟 102 20 同上

－ ．

－

Ａ棟 101 20 2019.4.15 －

施 工 者 有限会社　スワロー水道設備

棟等
部屋
番号

口径 設置年月日

※局記入欄

メーター番号
検満
年月

指針
(ｍ3)

施設
コード

検査時
指針

ﾒｰﾀｰ
位置

＜別紙＞　水道メーター払出依頼書添付用一覧表

建 物 名 メゾン・ド・キニュウ

住 所 燕市白山町５５丁目６番７号

設 備 所 有 者 燕 田 太 郎

管 理 人 管 理 一 男

記入例



（ ： 年 月 日 )

※水道局処理欄

処理年月日

電話番号 090 （ XXXX ） XXXX

変更

請求先
住　所 燕市白山町１１丁目２番３号

(ふりがな)
請求先
氏　名

つばめだ　たろう

燕 田 太 郎

現行

請求先
住　所 燕市白山町４４丁目５番６号

請求先
氏　名 株式会社　記入建設

メーター番号 1 ― １２３ＸＸＸ

変更年月日
時点の指針 99 ｍ3

月 1 日

メーター口径 φ 20 ｍｍ

変更年月日 2019 年 4

使用者名 燕 田 太 郎

施 工 者

指定給水装置工事事業者

有限会社　スワロー水道設備

電話番号 0256 （ XX ） XXXX

　水道料金の請求先を次のとおり変更くださるよう届け出ます。

水道料金請求先変更届出書

燕・弥彦総合事務組合　管理者　　様

工事場所 燕市白山町１１丁目２番３号

記入例

変更日当日の指針をとすること。

また、１ｍ3未満は切り捨てる。

※ 給水装置工事の竣工に伴い請求先を変更する場合は、

竣工検査完了日から可能となります。

ふりがなを記入して下さい。

電話番号は必ず、そして

正確に記入して下さい。


